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日本で普通にみられる力ゲ口ウ目 9種について

石綿進一・稲田和久

Mayflies common in Japan 

Shin-ichi lsHIWATA and Kazuhisa INADA 

はじめに

日本の河川で，最も目にふれやすいカゲロウ目 9

種を取り上げ，同定する際の留意点，生態，分類上

の問題点などを解説する。なお，命名規約上問題が

残ることについては直接ふれなかったが，これらに

ついての詳細は別に報告するつもりである。

オオマダラカゲロウ

Drunella basalis (IMANISHI) (Fig. 1) 

今西（1937）によって幼虫，成虫ともに記載され

ている。形態的な特徴は，幼虫では頭部前縁の超大

な一対のトゲとその間の一対の突起が種の標徴とな

る。一般には，腹部背面に突起がないとされている

が（御勢 1985），産地によっては，はっきりとした

突起が確認されることもあり，同定には注意が必要

である。雄成虫は大形で前麹のつけね及び後麹が褐

色を呈している。これは他のトゲマダラカゲロウ属

に認められない特徴である。また雄の交尾器も特徴

があり，他の種類との区別は容易であるが，雌の成

虫では難しい。日本産トゲマダラカゲロウのなかで

は，春先に最も早く羽化する大型のマダラカゲロウ

であるが，京都や神奈川では4月下旬頃から 5月初

旬（Imanishi193 7：，石綿 1989），中部山岳地帯や

北海道などの寒冷地では羽化は遅れ8月に及ぶ。勝

化は9月頃であるが（宮田 1976；石綿 1989），産

地によって異なるようである。一般にカゲロウの餌

は，珪藻などの藻類に依存する種類が多いが，Ima-

nishi (1938）が推定しているように，本種は餌を昆

虫などの動物に依存している場合が多いようであ

Fig. 1. Drunella basalis (IMANISHI) 

オオマダラカゲロウ
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る。石綿（1989）も， トゲマダラカゲロウ属の多く

について前肢の形態に捕食肢としての機能が備わっ

ていることを指摘している。幼虫を採集することは

どこの渓流でも比較的容易であるが，野外で成虫を

採集することは難しく，灯火採集でも得られること

は少ない。ただし産卵中の雌を採集することは比較

的容易である。日本では北海道から九州にかけて広

く分布するが，九州の温暖な地域では山地に多いよ

うである。極東地域では韓国（今西 1940）とクナ

シリ島（Tshernovaet al. 1986）からの報告がある。

本属は極東地域，北アメリカにかけて分布している

が，北アメリカで最も種類数が豊富である。ヨーロ

ッパ西部からも報告はあるが，幼虫の外部形態から

判断する限りでは，他属のマダラカゲロウと思われ

る。

ミットゲマダラカゲロウ

Drunella trゆina(UENO) (Fig. 2) 

本種は Ueno(1928, 1931）によって幼虫，成虫が

それぞれ記載されているが，図示された成虫は本種

の成虫ではない。おそらく近縁種，コオノマダラカ

ゲロウ Drunellakohnoae ALLENあるし、はフタマタマダ

ラカゲロウ Drunellabifurcata ALLENの成虫であろう。

本種の幼虫は日本産トゲマダラカゲロウ属のうち，

頭部の3本の突起が最もはっきりしている。本種は

前肢腿節の頼粒状の突起が鋭いこと（御勢 1985),

中・後肢の腿節に頼粒状突起がないのが大きな特徴

である。本種はオオマダラカゲロウより約一ヶ月遅

れて出現するとされているが（Imanishi1937：，宮

田 1976），前記近縁種の出現もこの時期に集中して

いるので注意が必要である。一般に本種とオオマダ

ラカゲロウの羽化期の聞にコオノマダラカゲロウ

が，本種の後にフタマタマダラカゲロウの羽化期が

それぞれ認められ，季節的にすみ分けている（石綿

1989）。勝化期は12月頃と推定している（石綿

1989）。幼虫はオオマダラカゲロウ同様，山地渓流

の流れの早い石礁聞に多く，また動物食の性質を持

っている。この他の生態はほとんど分かっていなし、。

日本では北海道から九州にかけて広く分布する。国

外ではロシア沿海州からの報告がある（Tshernova

1986）。

ヨシノマダラカゲロウ

Drunella cryptomeria (IMANISHI) (Fig. 3) 

本種は Imanishi(1937）によってはじめて成虫が

記載された。 Gose(1963）はヨシノマダラカゲロウ

Eph仰 rel/ayoshinoensisの成虫を記載し，今西（1940)

の記載した EphemerellanGがこの幼虫であるとし

Fig. 2. Drunella trispina (UENO) 

ミットゲマダラカゲロウ
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Fig. 3. Drunella cりJ戸tomeria(IMANISHI) 

ヨシノマダラカゲロウ

た。その後，御勢（1980a）は E戸hemere仰の伊tomerza

のシノニムとしそれと同時に， Allen(1971）に従

い日本産マダラカゲロウを亜属で整理した。石綿

(1987）はこの亜属を属に昇格させトゲマダラカゲ

ロウ属 Drunellaとして使用し，現在に至っている。

しかし，図示したヨシノマダラカゲロウの幼虫を飼

育し得られた成虫は Imanishi(1937）によって記載

されたものとは異なるようである。詳細は別に報告

するが，この種を含めてマダラカゲロウ科の雄交尾

器は単純なものが多く，誤同定する可能性が少なく

ない。幼虫の頭部前縁中央のくびれと前肢腿節背面

の稜線が大きな特徴である。成虫は他のトゲマダラ

カゲロウが灰色または褐色で、あるのに，一般に黒色

である。雄の交尾器については先の 2種と大きく異

なることからそれらとの区別は容易であるが，交尾

器の似ている小形のトゲマダラカゲロウが他に存在

することから同定に関して注意が必要である。 6月

から 9月にかけて成虫が出現する（石綿 1989）。山

地渓流に多いが，平地流にも普通である。前記2種

同様動物食の性質を持っている。日本では北海道か

ら九州｜にかけて広く分布する。国外では韓国，ロシ

ア沿海外｜に分布する（Tshernova1986; Yoon 

1988）。生態についてはほとんど分かっていなし、。
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クロマダラカゲ口ウ

Cincticostella nigra (UENO) (Fig. 4) 

本種は Ueno(1928）によって幼虫で記載され，そ

の後， Imanishi(1937）が成虫を記載してし、る。近縁

種にはオオグママダラカゲロウ Cincticostellaokumai, 

コスタニアマダラカゲロウ Cincticostellacastaneaがし、

る。近縁種との区別点は，本種の幼虫には腿節上の

頼粒状突起がほとんどなく，全体に光沢があること

である。また，頭部から腹部にかけての背面の白い

ラインが特徴的に表れることがあるが，オオクママ

ダラカゲロウにも存在することがある。また，オオ

クママダラカゲロウの尾の長毛は確認しにくく，時

には消失しているものもいるので注意が必要であ

る。雄成虫の交尾器からは区別しにくし、。一般にオ

オグママダラカゲロウは4月頃に本種より一ヶ月ほ

ど早く羽化し，出現期の違いによっても区別できる。

また，コスタニアマダラカゲロウは日本では対馬の

みに分布している（石綿 1989）。本種の分布は，日

本では北海道から九州にかけて広く分布するが，オ

オクママダラカゲロウと比較して，より山地性の種

と考えられる。国外ではロシア沿海州，サハリン，

グナシリなどに分布する（Tshernova1986）という

報告があるが，近縁種の区別が難しいことから再精

査する必要がある。本属は台湾，東南アジアにかけ



Fig. 4. Cir 

クロマ夕やラカゲロウ

て分布している。なお，谷田（1991）は本種とオオ

グママダラカゲロウの相違点に腿節上の穎粒状突起

の有無を図示しているが，表示が逆である。

ツノマダラカゲロウ

Epheme陀llacornutus GosE (Fig. 5) 

御勢（1980b）によって幼虫で、記載された種で，

成虫は分かっていない。頭部から胸部にかけての背

Fig. 5. Ephemerella cornutas GosE 

ツノマダラカケeロウ
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Fig. 4. Cincticostella nぜra(UENO) 
クロマダラカゲロウ

て分布している。なお，谷田 （1991）は本種とオオ

クママダラカゲロウの相違点に腿節上の穎粒状突起

の有無を図示しているが，表示が逆である。

ツノマダラカゲロウ

Ephemerella cornutus GosE (Fig. 5) 

御勢 （1980b）によって幼虫で記載された種で，

成虫は分かっていなL、。頭部から胸部にかけての背

Fig. 5. Ephemerella cornut田 GosE

ツノマダラカゲロウ
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面の突起が大きな特徴であるが，同じく背面に突起

がある近縁種イマニシマダラカゲロウEphemerellaima-

nishii がし、ることから注意が必要である。大形

(10ー！5mm）であること，各突起が長大なこと，各

肢が細長いことなどイマニ γマダラカゲロウと形態

的な違いがある。現在までに北九州，関西，東北で

採集されていて，河川の緩流部に多いことが分かっ

ているが（石綿 1989），生態や分布についてはほと

んど分かっていなし、。本属はユーラシア大陸， 北ア

メリカにかけて分布しているが，北アメリカで種類

数が最も豊富である。なお，この種の学名に使われ

ている種名の性が，組み合う属名の性に一致してい

ない。これは国際動物命名規約の違反であり，種名

の語尾を修正する必要がある。つまり，この属名

Ephemerellaはギリシャ語の ephemeron（短命な昆虫）

＋ラテン語の縮小辞－ella（小さい，愛らしし、）で女

性形である。従って種名も cornutus（角のある）の

女性形 cornutaでなければならなし、。ところで，北

アメリカには同じ種名を持ったマダラカゲロウ

Drunel/a cornuta古川、る。これは Morganによって

19日年に記載された種でーある。現在はこれらの2種

はそれぞれ別の属に入れられているが，記載された

当時， ツノマダラカゲロウは Ephemerella 属

Ephemerella亜属に，北米産の cornutaは同属の別亜属

Drunellaにそれぞれ属していた。亜属名の存在は，

同一属内の種グノレープの名称の闘の異物同名に影響

を及ぼさないので，双方とも一次異物同名となり，

ツノマダラカゲロウの学名は新参一次異物同名であ

るので廃棄されなければならなL、。

アカマダラカゲロウ

Uracanthella rufa (IMANISHI) (Fig. 6) 

今西によって成虫（Imanishi1937），幼虫 （今西

1940）がともに記載されている。 Belov(1979）は，

ロシアに産する Ephemerellalenokiの口器の形が他の

マダラカゲロウと比較して大きく違うことなどか

ら，新属アカマダラカゲロウ属 Uracanthellaを創設

した。後に，この種が日本に産するアカマダラカゲ

ロウと同種であることが判明し（Tshernova1986), 

現在の学名を使うに至っている。幼虫は 5mm前後

で，図のような剛毛で覆われた短い尾をもっ。また，

口器の小顎髭や小顎の犬歯がないのも特徴である。

成虫は5月から10月にかけて羽化し，年2世代であ

る（御勢 1981a）。日本の河川では最も一般的なカ

ゲロウで，成虫は灯火によく集まり採集しやすい。

近縁種にチノマダラカゲロウ Uracanthellachinoiがし、

Fig. 6. Uracanthella問fa(IMANJSHI) 

アカマダラカゲロウ
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るが，口器の形態の違し、から区別できる。下唇髭の

先端がアカマダラカゲロウと比較してはるかに細長

い。また，一般に体全体が乳白色あるいは淡褐色で

模様がほとんどなし、。成虫についてはこれら二種の

区別は難しし、。チノマダラカゲロウは四国 ・九州を

除く西日本に分布するが，本重量は北海道から九州に

かけて広く分布する。圏外では韓国，極東ロシア，

東カザフに広く分布する（Tshernova1986; Yoon 

1988）。なお，雄交尾器の形態から見て，本種は

Ulmer (1939）の記載した Teloganopsis属によく似て

いる。本属は東南アジアにかけて広く分布していて，

種類数も多いようである。これら地域の標本と比較

検討する必要があろう。

シロタニガワカゲロウ

Ecdyonurus yoshidae TAKAHASHI (Fig. 7) 

高橋（1924）によって記載された種である。幼虫

は著しく偏平で，頭部前縁に沿って 4個の白点があ

る。尾は3本で短い剛毛のみを生じ長毛はなL、。年

一世代とされている（水野 ・御勢 1972）。成虫は5

月から11月にかけて連続的に羽化し，日没後の薄明

，時に群飛するという （今西 1945）。幼虫の生息場所

は河川の中下流の急な流れの石磯底や湖沼の石礁湖

岸（上野 1959）とあるが，むしろ湖沼を含め岸よ

りの緩流域が主な生息場所である（可児 1944）。本

種は北海道から九州にかけて広く分布し，個体数も

多い。沖縄本島，奄美大島には近縁な種が分布する。

圏外ではロシアのハノミロフスク地方に分布する

(Tshernova et al. 1986）。本種の卵の形態の比較検討

により Afronurus属あるいは Cinygmina属に近い形態

を持っている（Koss& Edmunds 1974）。前者はアフ

リカから Lestage(1924）によって，後者はイ ンドか

ら Kimmins(1937）によ ってそれぞれ記載された属

である。本種に類似した形態を持つ他属の種が東南

アジアに多いことから推定しても，これらを含めた

属の再検討が必要であろう。

エルモンヒラタカゲロウ

Epeorus latifolium UENO (Fig. 8) 

上野によって幼虫で記載された種である（Ueno

1928）。幼虫は偏平で，尾は2本である。艇に赤紫

の小さな斑点が数多くあるのが特徴である。同様な

形態的な特徴を備えた近縁な種にタニヒラタカゲロ

ウEpeorusnapaeusが存在する。幼虫の形態が頗る類

似しており 2種の区別は難しい。今西（1937）によ

れば2種の区別点として，本種がタニヒラタカゲロ

ウより小形で（8-13mm），成虫は春から秋にかけて

羽化すること，成虫の前麹基部近くにはっきり した

斑紋があることをあげている。いっぽうタニヒラタ

カゲロウは大形で（14-16mm），成虫は春先に羽化

し，前麹にはそのような斑紋のないことを指摘して

いる。銀上の赤紫斑点の分布割合による区別（御勢

Fig. 7. Ecdyonurus yo出daeTAKAHASHI 

シロタニガワカゲロウ
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Fig. 8. Epeorus latifolium UENO 

エノレモンヒラタカゲロウ

1979：，小林 1988）や腹部第9腹板の切れ込み度合

による区別（小林 1988）は難しい。幼虫は平瀬の

石礁底がその主な生息場所である。成虫は春と秋に

羽化し，年二世代とされている（御勢 1981a）。ま

た，近似種を含めた幼虫の生息場所については可児

(1944），今西（1949）の研究がある。彼らによると，

幼虫は他のヒラタカゲロウ属と比較して流速の少な

い部分に分布するとし、う。本種は北海道から九州に

かけて広く分布する。圏外では緯閣に分布する

(Yoon 1988）。

卜ウヨウモンカゲロウ

Ephemera m・m臼［isMCLACHLAN (Fig. 9) 

横浜で採集した雌成虫にもとづいて McLachlan

(1875）によって記載された種で，その幼虫は洞沢

( 1931）によって明らかにされた。今西（1940）はヨー

Fig. 9. Ephemera on"entalis McLACHLAN 

トウョウモンカゲロウ
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ロッパ産のムスジモンカゲロウ Ephemeralineataと同

種であるとしたが，御勢（1980c, 1981b）は両種を

別種とし Ephemeraor附 ta！むを復活させた。それ以後

この学名が使われている。日本産カゲロウの中では

大形で， 30mm 以上の個体も見受けられる。幼虫

の前肢は川底の砂を掘るのに適した形態をしてい

る。近縁種にフタスジモンカゲロウ Ephemera

japonica，モンカゲロウ Ephe四erastrigataカ礼、る。こ

れらの分類については，いずれの成虫も腹部背面の

斑紋で区別が可能であるが，若令の幼虫においても

頭部単眼周辺の斑紋の違いによっても区別できる

（黒田・渡辺 1984）。幼虫は砂泥質の河床で，いわ

ゆる掘潜形の生活型をしていて，主に河川下流域や

湖沼に生息している。以前は，琵琶湖の湖岸では，

5月ごろ多数の羽化がみられたという（今西 1940）。

これらの種の生態（流程分布，繁殖様式）について

は竹門（1989）が詳しく述べている。本種は北海道

から九州にかけて広く分布する種であるが，国外で

は韓国，中国，モンゴノレ，サハリン， ロシア沿海州

など分布は広い（Tshernovaet al. 1986）。
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